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研究成果の概要（和文）：本研究では，説得力のある説明的な文章の作成するために文章の推敲を支援する技術を開発
した．まず，談話的な観点から推敲を行う手順を提案し，その手順にしたがって日本語の教師と日本語小論文添削の専
門家を6名が日本語母語話者が作成した120編の小論文を推敲することで正解データを作成した．次に，推敲支援の問題
を(1)文章のつながりの良さの推定，(2)談話単位の並び換え，(3)局所的な表現の修正の3つの問題に分解して，各問題
を解くことで推敲支援を実現する．

研究成果の概要（英文）：In this research project, we developed a technique of supporting to revise texts f
or writing persuasive and informative texts.  We first proposed a procedure for revising a text from a dis
course perspective. Following the procedure six revisers who have enough experience in either teaching Jap
anese or scoring Japanese essays revised 120 Japanese essays written by Japanese native speakers.  We then
 decomposed the text revision task into the following three subtasks: (1) evaluating text coherence, (2) r
eordering discourse units in a text and (3) modifying expressions for improving local coherence.  We achie
ved supporting text revision by automatically solving each subtask.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
計算機を用いた文章作成・推敲支援など，教

育的応用を指向した研究が盛んに行われて

いる．近年，これらの研究課題は機械学習ア

ルゴリズムの発展により，語や語の並びなど

の表層的な手がかりを用いて小論文の自動

評価や助詞など単語レベルの誤用検出など

の研究が進められている．これらの技術の進

歩に対し，大学(院)生の卒業論文・修士論文

などを実際に推敲する立場で記述された内

容を分析してみると，書くべき内容は充足し

ているものの，文と文のつながりや，文内の

構成素の配置が適切ではないため，結果的に

可読性の低い文章となっていることが多い．

これは日本では中学・高校のカリキュラムに

文章作成の授業が無いこと，また特に理工学

系の学生は一般的に大学入試に小論文が含

まれないために，これまでに文章作成に関す

る指導を一切受けていないことに起因する．

また，留学生が作成した日本語の文章を見る

と，主語が過剰に省略されるなど，参照表現

生成における問題も存在する．しかし，既存

の文章作成・推敲支援のシステムでは前述の

通り表層的な手がかりを主に利用している

ため，これらの問題を改善することはできな

い．英語を対象に同様の問題を見た場合には，

特に Educational Testing Service の研究者

が英語学習支援における談話構造の情報の

利用について議論しているが，彼らの研究の

方向性は自動採点であり，どのように文章を

作成すべきかを支援する立場とは異なる．こ

のように研究開始当初は，計算機による推敲

の支援，特に談話レベルの推敲に関しては研

究として未着手の状態であった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題では，文章のつながりの良さの推

定，より適切な文の順序，代名詞などの参照

表現の修正・省略などの自然言語処理の問題

を解くことで，説得力のある説明的な文章の

作成を支援することを目的とする． 

本研究では文章を推敲の手続きを，(a)適切な

語彙の選択など内容レベルの推敲と(b)結束

性レベルの談話のつながりの良さの 2つに分

解して考える．前者に関する自動推敲支援を

考えた場合，推敲システムは記述する内容自

体を把握して支援する必要があるため非常

に困難な課題設定となるが，これに対し，後

者の問題では，主題を表す表現が文章中でど

のように連鎖するのか，どの箇所にどのよう

な接続表現を挿入するする必要があるかな

ど，文章の内容とは独立した談話レベルの手

がかりを利用することで一般的に利用可能

な推敲支援が実現できる可能性がある．そこ

で，本研究課題では特に(b)の談話レベルの推

敲支援技術の実現に着目し，日本語を対象に

した推敲支援技術の確立を目指す． 

 
３．研究の方法 
 

本研究で実現する推敲支援のために，まず文

章のつながりの良さの改善の余地のある文

章集合を収集し，それを日本語小論文の添削

者などの専門家に修正させることで，推敲の

正解データを作成する．この際，作業者が修

正を行う場合に，何を基準にどの箇所をどの

ように編集したかについても情報を付与す

ることで，どのような手がかりをもとに自動

修正を行えばよいかという点について調査

を容易にする．この調査によって明らかにな

った事実に基づいて，文の順序並び換えや参

照表現生成の課題を解く． 

一方で，推敲の正解データの作成は修正のガ

イドラインの決定に時間がかかるため，本研

究で対象とする照応・省略関係がすでにアノ

テーションされたコーパスも併用すること

で，研究を効果的に進める．具体的には，省

略関係と名詞句共参照関係がすでにアノテ

ーション済みであるNAISTテキストコーパス

を利用することで，参照表現生成や文の並び

換え問題を扱う． 



４．研究成果 
 

本研究では文章推敲支援の課題をその正解

データの作成と，(1)文の並び換え，(2)参照

表現の修正・省略，(3)文章のつながりの良

さの推定の3つの問題を解くことで実現する．

以降で，各タスクへの取り組みの内容とその

結果について報告する． 

(1)推敲の正解データの作成：推敲の正解デ

ータの作成を考えた場合，まずどのような文

書を対象に正解を作成することが本研究で

対象とする談話レベルの推敲を評価するの

に適しているかを考える必要がある．例えば，

新聞記事などの専門家が記述した文書デー

タを利用した場合，そこの修正すべき内容が

含まれないことになり，一方，日本語学習者

が作成した文書データの利用を考えた場合，

文法誤りやスペルミスなど，他の種類の誤り

のために，より高次の談話レベルで文章を改

善することを考えることが困難となる．この

ため，文法誤りなどの局所的な誤りが比較的

少なく，かつ，談話レベルでは改善の余地が

ある文書を収集することを考える必要があ

る．このため，日本語を母語とする人材で，

かつ，中学生や高校生のような文章作成に不

慣れな人材が記述した文書を対象とするこ

とが望ましいと考えた．そこで，本研究では，

この条件に合致する文書をすでに収集して

いる研究者の協力を仰ぐことで，推敲の対象

となるデータを収集した．具体的には，宇佐

美(2009)が収集した，高校生が「日本におけ

る英語の早期教育の是非」について書いた小

論文 120 編を対象に作業者が修正を行う．事

前に行なった修正作業の結果，単純に修正を

依頼するだけでは，作業者は局所的な文法誤

り・スペルミスの修正しか行わない傾向にあ

ることがわかったため，下記に示す作業手順

にしたがって，作業者は修正作業を行った．  

・ 節などの談話単位への分割 

・ 談話単位の文章の論理的な構成素（言説

構成素）へのまとめあげと並び換え 

・ 参照表現・接続表現の局所的な修正 

修正の具体例を以下に示す．この例のように，

作業者はある言説構成素に the（著者の主な

主張）や main（主張の理由）などの論理的な

構成に関するラベリングを行うことで，その

構成素をどこに配置するかを吟味し，結果的

に文の位置を修正していることがわかる． 

小論文 120 編を 60 編ずつに分割し，各 60 編

を対象に日本語の教師や添削の専門家がそ

れぞれ 3名ずつ修正を行うことで約 354編の

推敲正解データを獲得した（360 編中 6 編は

作業が中断された）． 

この作業者が修正したデータを対象にどの

ような文の並び換えが起こっているのかを

調査したところ，頻繁に起こる並び換えには，

著者の主張を文章頭に配置する，主張の理由

を述べた後にはその詳細や具体例を配置す

る，反論やその解決策は相対的に文章の後半

に配置するという傾向が観察できた．この傾

向を実際の自動並び換えに適用することで，

よりつながりの良い文章へ改善できると考

えられる．この研究内容を言語処理学会第 19

回年次大会で発表し，優秀賞を受賞した． 

 

(2)文の並び換え：(1)で作成した 364 編の修



正データを対象に修正前から修正後の文の

順序へ自動的に並び換える課題に取り組ん

だ．まず，この修正された小論文の特徴を 

調査するために，言説構成素のラベルや作業

者間の作業の一致率を調査した．この結果，

一つの小論文に割り当てられた3人の作業者

はそれぞれ独立に筆者の意図を異なる粒度

で読み取って文の順序を並び換えているた

め，順位相関のレベルでは一致率が低いこと

がわかった．ただし，この並び換えは作業者

がアノテーションした言説構成素のラベル

に依存して発生しているため，言説構成素の

ラベルを与えた上で並び換えを行う問題を

考える．このラベルがすでに与えられた状態

で書き換えを行うという手続きは小論文記

述のオーサリングツールで論理的にどのよ

うな内容を記述するかを明示的に指定しな

がら文章を書く作業に相当するため，そのよ

うなオーサリングツールの利用時に推敲の

支援が可能になると考えられる． 

ここで対象とする文の並び換えの問題は順

位相関係数で 0.75 という高い値を持つ元文

章から部分的に必要な箇所のみを適切な位

置に再配置を行うという難易度が高い問題

であり，元文章でどの位置に出現したかとい

う情報が重要となる．このため，元文章の出

現位置の情報を特徴量とし，さらに並び換え

の対象となる言説構成素のラベルやその前

後の情報を特徴量として利用することで文

の並び換えを行う．また，元文章から修正後

の文章へのリランキングの問題として扱う

ことで各特徴量の有効度はランキング学習

を利用することで自動的に推定する． 

人手修正データを用い，ここで提案したラン

キング学習に基づく手法の有効性を調査し

た．評価実験の結果，ランキング学習に基づ

く手法を採用して並び換えを行うことで修

正前の順序と比較して，ケンドールの順位相

関係数が向上することを示した． 

(3) 参照表現の修正・省略：文の並び換えを

行った結果，代名詞や指示連体詞をともなう

名詞句が冗長に記述される可能性があり，ま

た一方で，文章のつながりとしては過剰に省

略が起こるという場合も考えられる．このた

め，適切に参照表現を再生成する必要がある．

そこで，文脈に応じて適切な参照表現を生成

する技術を開発した．共参照連鎖（文章中で

同じ実体を指す表現の連鎖）の各要素がどの

ような意味カテゴリに属するか，どのような

文脈で出現しているかなどを特徴量とし，

「は」をともなって主題化して生成する，主

語/目的語として生成する，省略する，のい

ずれかを選択する3値分類問題として定式化

した．この提案手法を評価するために，省

略・共参照関係がアノテーションされた

NAIST テキストコーパスを利用した評価を行

った．この結果，規則ベースの生成手法の F

値が 0.291 であったのに対し，提案手法は

0.550 という高い F 値で生成できることを示

した．また，日本語を母語とする 3名の研究

者に人手で参照表現を生成する課題に取り

組んでもらい，3 名が同じ判断を行った事例

のみを対象に提案手法を適用したところ，

0.585 というさらに高い F 値を得た．生成を

誤った事例を分析し，何について書かれてい

るかを読み手が理解しやすい情報が省略さ

れやすい（例：「日本」は文脈に比較的独立

に省略されやすい）や話題の転換が再度名詞

句として生成することに影響していること

を明らかにした．このような文脈の情報を機

械学習の特徴量として導入することは困難

であるため，今後どのようにこの問題を解決

すべきかを検討する必要がある． 

(4) 文章のつながりの良さの推定：(2)の文

の並び換えの結果，元記事と比較して文章の

つながりの良さが改善したことを保証する

必要がある．このため，任意の文章のつなが

りの良さのスコアを計算する手法を開発す

る必要がある．この技術開発のため，本研究

では「つながりの良い文章が書かれている場



合には適切に照応関係が多用される」という

仮説にしたがい，照応関係を自動的に解析す

る技術を利用して，文章のつながりの良さの

スコアを定義した．ここで開発したスコアの

良さを評価するために，NAIST テキストコー

パスを利用した評価を行った．既存研究と同

様に，もとの文章中の文をランダムに並び換

えた記事と元記事を入力として与え，後者が

より高いスコアを出力した割合でそのスコ

アの良さを評価した．この結果，既存研究と

比較して，提案するスコアを利用することで

より適切につながりの良さを推定できるこ

とを明らかにした． 
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